
会長挨拶

長野県ＰＴＡ連合会

令和６年度会長　　　城村　義人

　私はこれまでPTA活動はもとより、学校づくりや地域づくり等

にも微力ながら関わってきました。当時は多くの困難もあったのかも

しれませんが、振り返ってみたときに「幸せな時間だったな」といつも感じています。しかし全ての

方々が私と同じように思えるわけではなく、むしろＰＴＡに関わることへの煩わしさやストレスを口

にされる方も少なくありません。それらに思いを巡らすとき、両者の違いはＰＴＡやそれに類する活

動を「義務」と感じるか「権利」と感じるかの違いであるように思っています。

　

　うちの子よその子に関わらず、大切な子どもたちの学びの環境を学校任せ・先生任せにしてしまい

親自身がそれらに関わることを放棄することは、私にはどうしても正しく思えません。先生方を孤立

させ、何ら汗をかくことなく学校を遠巻きに見守る（監視する）親の姿は、学校や地域、ひいては子

どもたちにとって相応しい学びの環境ではないように思えるのです。むしろ私たちにはＰＴＡという

コミュニティを通して学校により関わる権利が与えられており、先生方と夢を語り、夢の実現のため

に協働していけることはとても幸せなことだと感じています。

　私は決してＰＴＡ信奉者でもなければ、解体論者でもありません。学校と子どもたちの学びの環境

を守り、より良くしていくために必要なことが何なのかをいつも考えています。その中で現実的に今

使える組織がＰＴＡなのだと感じています。ただしＰＴＡには多くの課題が山積しています。組織と

しての「部分洗い」をしたり、大きな改革を断行する「丸洗い」等をしながらリニューアルをし、そ

の時々で学校や地域に相応しいかたちで変化していくことが、これからのPTAには求められているよ

うに思います。

   「教育」とは「共育」です。学校と保護者が共に力を合わせ子どもたちを育てていく。そしてその

結果「共に育っていく」のではないでしょうか。子どもたちを共に育てる営みを通して、学校・保護

者・地域・親子が力強く育っていく。私はそんな長野県の教育であってほしいと願いますし、またそ

のようなＰＴＡ活動となるよう皆さんと共に力を尽くしていけたらと願っています。

県Ｐ通信
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信州ＰＴＡ！
長野県ＰＴＡ連合会広報紙

令和６年度　第１号

　５月３１日に行われた
定期総会の様子です。
今年度もＺｏｏｍを活用
して開催しました。
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新年度
START!

令和６年度スローガン

『共育』 共に育て、共に育つ
～すべては愛する子どもたちの“笑顔”のために～



総務委員会

広報委員会

正副会長

活動予定

活動予定
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令和６年度の各委員会をご紹介します

会　　長：城村　義人（上伊那）前列中央

教師代表　
　副会長：塩原　孝茂先生（長野市）前列左

副会長
子育て委員長：松澤　雅子（長野市）前列右

北信代表副会長
　　総務委員長：拝仙　隼人（飯水）

南信代表副会長
活動支援委員長：樋川　善史（諏訪）

中信代表副会長
　　広報委員長：高橋　龍輔（木曽）

東信代表副会長
教育連携委員長：宮原　純平（更埴）

後列左より

①信州子育て応援総合補償制度の加入促進に関する活動
②「キャリア教育」の調査・研究から新たなるＰＴＡ活動の方向性を発信
③ネットモラルなどに関して考える機会の提供と家庭におけるルール作りの周知を図る

①長野県ＰＴＡ新聞・広報紙の発行、動画の編集【情報発信部含む】
②公式ホームページ、公式フェイスブックによる情報発信
③三行詩コンクール、広報紙コンクールの企画と審査
④ハンドブック「よりよいPTA」の発行

委員長：拝仙　隼人（飯水）　　　副委員長：小松　公平（安曇野市）
栗塚　夕華（飯伊）　　　　　高見澤　奈留美（全佐久）　　徳永　久美子（長野市）
松田　真理先生（松本市）　　黒岩　雪花先生（長野市）　　北澤　あずさ（上高井）

委員長：高橋　龍輔（木曽）　　　副委員長：中澤　将司（上高井）
小山　智慎（上小）　　宗川　尚美（大北）　　　　岡田　俊輔（飯水）　　片桐　幸子（飯伊）
齊藤　隆先生（飯水）　神田　和幸先生（上高井）　石坂　晶子（長野市）



活動支援委員会

①ＰＴＡ新役員研修会（東北信地区・中南信地区）の準備と運営
②１６郡市ＰＴＡ連携懇談会（組織課題の部）の準備と運営
③研究委嘱事業への支援
④研修会講師アンケート実施と一覧表作成

活動予定

委員長：樋川　善史（諏訪）　　　副委員長：原田　達矢（長野市）
竹内　由貴（全佐久）　　　鎌田　和紀（木曽）　　　森　　晃（中高）　　　
浦野　紗里（塩筑）　　　　祢津　賢司先生（更埴）　　
尾臺　博先生（更埴）　　　小林　俊子先生（長野市）　　西原　清子（長野市）

教育連携委員会

①長野県教育委員会との懇談会の準備と運営
②長野県小・中校長会との教育懇談会への協力
③１６郡郡市ＰＴＡ連携懇談会（教育課題の部）の準備と運営
④過去に行われた要望活動に対する実施状況への評価

委員長：宮原　純平（更埴）　　　副委員長：塩原　孝茂先生（長野市）
副委員長：矢野　麻美（松本市）　　北沢　寿明（塩筑）　　黒岩　潤也（上水内）
酒井　恵美子（上伊那）　　　佐藤　元昭先生（全佐久）　　袖山　秀明先生（上伊那）　　　
堀金　猛先生（安曇野市）　　竹内　　里（長野市）　　　　小林　　優（長野市）

活動予定

子育て委員会

①陽だまり懇談会の準備と運営
②陽だまり研修会の準備と運営
③１６郡市専門委員会（子育て委員会等）の活動調査・報告

活動予定

委員長：松澤　雅子（長野市）　　　副委員長：宮澤　美里（飯水）
山口　英則（上伊那）　　　小林　珠美（松本市）　　　倉澤　啓先生（木曽）　　　
牛山　俊彦先生（中高）　　西澤　久美子（長野市）　　吉澤　多恵子（長野市）

本年度もよろしくお願いします！

顧問　須田　恭徳（長野市）

監事　山田　直幸（塩筑）　山田　麻紀（上小）
　　　松田　幸一先生（長野市）

情　報　神田　和幸先生（上高井）  柄澤　敏先生（長野市）
発信部　西部　元和　
　　　　大日方　光子　　　徳武　優子　　　中島　真紀子
　　　　山岸　優子　　　   若麻績　久美子　　　　　

事務局　鈴木　雅幸（事務局長）
　　　　木内　京子
　　　　松田　愛絵
　　　　宮川　さやか
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第34回長野県小・中学校ＰＴＡ広報紙コンクール結果発表

全国小・中学校ＰＴＡ広報紙コンクールの推薦規定により、◇印の広報紙を推薦いたします。 
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Ｑ 評価のポイントは？

　◆先生方、保護者、地域の方や生徒たちの紹介が写真と共にされていて、
　　保護者に親しみの持てる内容や親として気になる情報の工夫がみられる

　◆ビジュアル的にしっかりしていて「手に取って読みたい」と思える広報
　　紙になっている

　◆松代中学校が地域でどんな存在なのか意識させる工夫があちこちに目立
　　つよう工夫されている



よろしくお願いします！

令和７年度日本ＰＴＡ関東ブロック研究大会ながの大会に向けて実行委員会を発足しました！

２０２４年度から引受保険会社がＡＩＧ損害保険に変わりました。

　令和７年１０月１８日（土曜日）１０月１９日（日曜日）に、日本ＰＴＡ関東

ブロック研究大会ながの大会を開催します。この度、実行委員長を拝命いたしま

した熊谷弘と申します。皆様には令和２年度からの３年間、県ＰＴＡ連合会の会

長として大変お世話になりました。引き続き宜しくお願い致します。

　大会名の「ながの」は、ひらがなで親しみやすく県全体の

大会であることをイメージしました。　「全県のＰＴＡ会員の

皆様（保護者＋教職員）にご理解ご協力をいただき、新たな

る時代の信州ＰＴＡモデルの実現を成し遂げたい」　「県内多

くの会員の皆様にご参加いただき、素敵な大会を開催したい」

という想いを込めました。

　スローガンに関しては次回にお話をしたいと思いますが、長野県には「ながの」　

「信州」または「信濃」と色々な呼び方があります。広い長野県で歴史的背景も

色々とありますが、会員の皆様と「チーム信州ＰＴＡ」として一丸となり、長野

県・長野県教育委員会・信濃教育会・市町村教育委員会・校長会など関連諸団体

の皆様とも連携を図り、　「ＡＬＬチーム信州」で大会に向けてスクラムを組んで

参りたいと思います。どうぞ宜しくお願い申し上げます。

実行委員長挨拶

実行委員長　　　熊谷　弘（飯伊）　　　

副実行委員長　　須田　恭徳（長野市）　　矢島　広幸（更埴）　　牧内　高（飯伊）
　　　　　　　　山田　直幸（塩筑）　　　松田　愛絵（長野市）

発行・編集

長野県PTA連合会

情報発信部

MAIL
 office@pta-naganoken.net　
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TEL
026-235-4361　

関ブロながの大会スローガン

笑顔で未来をつくる
～子どもたちと一緒に

ウェルビーイングの実現を信州から～

結（ゆい）

広報紙コンクールの作品を募集します!

皆さんの学校の広報紙をコンクールに応募してみませんか？

令和６年４月から令和７年３月発行の広報紙が対象です。

印刷物は各号６部づつ、ＷＥＢ版はデータでの応募となります。

募集期間は令和７年３月末まで！

　　　　他の学校はどうやって作っているの？

　　　　広報紙って何を載せたらいいの？

そんな疑問もふくめ、コンクールの詳細は県ＰＴＡ事務局まで

お気軽にお問合せください。　　　　　　　　 問い合わせ先⇒


